
 

 

産油国が目指すカーボンニュートラルへのトランジション 

―アル・ファヒーム駐日 UAE 大使との懇談会を開催― 

 

 

2022 年 10月６日 

来賓：シハブ・アハマド・アル・ファヒーム 

駐日アラブ首長国連邦（ＵＡＥ）大使    

 

        

 
経済広報センターは10月６日、東京・大手町の経団連会館でシハブ・アハマド・アル・ファヒーム駐日

アラブ首長国連邦（ＵＡＥ）大使との懇談会を開催した。会員企業などから約50人が参加した。 
アル・ファヒーム大使は、日本同様、2050年のカーボンニュートラル実現という目標を掲げるＵＡＥ

の再生可能エネルギー導入計画について説明。化石燃料への投資の少なさが足元の需給バランスを悪化

させていると指摘し、ＣＯ２回収などによる低炭素化を進めつつ、30年までに原油生産量を日量500万バ

レルに引き上げるとした。 
特に、未来のことを考えつつも突然現在を変えることはできないとし、脱炭素化への移行（トランジシ

ョン）を主眼に置くＵＡＥの姿勢を明確にしながら化石燃料への投資を続けることに「疑いの目」がある

ことも認め、あらゆる機会に再生可能エネルギーに関する取り組みをアピールしていると述べた。その一

例として、「サステナビリティ」をテーマの一つとした2020年ドバイ国際博覧会（ドバイ万博）を挙げた。

さらに、23年は、国連気候変動枠組条約第28回締約国会議（ＣＯＰ28）が万博跡地で開催される予定で

あり、環境と経済の両面からのソリューションを提供する場にしたいとの意欲を示した。 
質疑応答では、30年以降の化石燃料への投資に関する質問に対し、アル・ファヒーム大使は、トランジ

ションの視点を持ち続けながら、商業ベースで判断すると応じた。 
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